
　ある時
とき

、大
おお

勢
ぜい

の 取
しゅ

税
ぜい

人
にん

や 罪
つみ

人
びと

達
たち

が、イエス様
さま

の 話
はなし

を 聞
き

きに やって来
き

ました。
すると、パリサイ人

びと

達
たち

が 苦
く

情
じょう

を 言
い

い始
はじ

めました。「この人
ひと

は、罪
つみ

人
びと

達
たち

の 仲
なか

間
ま

だ！」
　そこで イエス様

さま

は、こんな たとえ話
ばなし

を 話
はな

して下
くだ

さいました。「ある人
ひと

に、二
ふたり

人の
息
むす

子
こ

が いた。ある日
ひ

、弟
おとうと

の 方
ほう

が 父
ちち

親
おや

に、財
ざい

産
さん

の 内
うち

で 自
じ

分
ぶん

が もらう 分
ぶん

を 下
くだ

さいと
言
い

ってきた。父
ちち

親
おや

が 息
むす

子
こ

達
たち

に 財
ざい

産
さん

を 分
わ

けてあげると、弟
おとうと

は 遠
とお

くの 国
くに

へ 行
い

って、
そこで 放

ほう

蕩
とう

に 身
み

を 持
も

ちくずして 財
ざい

産
さん

を 使
つか

い果
は

たしてしまった。
　財

ざい

産
さん

を 全
すべ

て 使
つか

い果
は

たしてしまった 後
あと

、国
くに

中
じゅう

に ひどい ききんが 起
お

こった。
食
た

べ物
もの

が 何
なに

も ないので、息
むす

子
こ

は 父
ちち

の 家
いえ

へ 帰
かえ

って、ゆるしを こい求
もと

めた。父
ちち

親
おや

は、
お祝

いわ

いを して 息
むす

子
こ

を むかえ入
い

れた。ところが、父
ちち

親
おや

の 元
もと

に 留
とど

まって ずっと 父
ちち

親
おや

の
仕
し

事
ごと

を 手
て

伝
つだ

ってきた 兄
あに

は、父
ちち

親
おや

が 弟
おとうと

に あわれみと 思
おも

いやりを 示
しめ

したことを ねたみ、
腹
はら

を 立
た

てた。
　父

ちち

親
おや

は 兄
あに

に 言
い

った。『お前
まえ

は いつも 私
わたし

と いっしょに いるし、私
わたし

の 物
もの

は 全
すべ

て、
お前

まえ

の 物
もの

じゃ ないか！　しかし 今
いま

は、失
うしな

われていた 弟
おとうと

が 見
み

つかったのだから、
喜

よろこ

び祝
いわ

うのは 当
あ

たり前
まえ

だろう！』」

イエス様
さま

の たとえ話
ばなし

放
ほう

蕩
とう

息
むす

子
こ

ルカによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 15:1-2と 11-32を もとに



　ある時
とき

、大
おお

勢
ぜい

の 取
しゅ

税
ぜい

人
にん

や 罪
つみ

人
びと

達
たち

が、イエス様
さま

の 話
はなし

を 聞
き

きに やって来
き

ました。
すると、パリサイ人

びと

達
たち

が 苦
く

情
じょう

を 言
い

い始
はじ

めました。「この人
ひと

は、罪
つみ

人
びと

達
たち

の 仲
なか

間
ま

だ！」
　そこで イエス様

さま

は、こんな たとえ話
ばなし

を 話
はな

して下
くだ

さいました。「ある人
ひと

に、二
ふたり

人の
息
むす

子
こ

が いた。ある日
ひ

、弟
おとうと

の 方
ほう

が 父
ちち

親
おや

に、財
ざい

産
さん

の 内
うち

で 自
じ

分
ぶん

が もらう 分
ぶん

を 下
くだ

さいと
言
い

ってきた。父
ちち

親
おや

が 息
むす

子
こ

達
たち

に 財
ざい

産
さん

を 分
わ

けてあげると、弟
おとうと

は 遠
とお

くの 国
くに

へ 行
い

って、
そこで 放

ほう

蕩
とう

に 身
み

を 持
も

ちくずして 財
ざい

産
さん

を 使
つか

い果
は

たしてしまった。
　財

ざい

産
さん

を 全
すべ

て 使
つか

い果
は

たしてしまった 後
あと

、国
くに

中
じゅう

に ひどい ききんが 起
お

こった。
食
た

べ物
もの

が 何
なに

も ないので、息
むす

子
こ

は 父
ちち

の 家
いえ

へ 帰
かえ

って、ゆるしを こい求
もと

めた。父
ちち

親
おや

は、
お祝

いわ

いを して 息
むす

子
こ

を むかえ入
い

れた。ところが、父
ちち

親
おや

の 元
もと

に 留
とど

まって ずっと 父
ちち

親
おや

の
仕
し

事
ごと

を 手
て

伝
つだ

ってきた 兄
あに

は、父
ちち

親
おや

が 弟
おとうと

に あわれみと 思
おも

いやりを 示
しめ

したことを ねたみ、
腹
はら

を 立
た

てた。
　父

ちち

親
おや

は 兄
あに

に 言
い

った。『お前
まえ

は いつも 私
わたし

と いっしょに いるし、私
わたし

の 物
もの

は 全
すべ

て、
お前

まえ

の 物
もの

じゃ ないか！　しかし 今
いま

は、失
うしな

われていた 弟
おとうと

が 見
み

つかったのだから、
喜

よろこ

び祝
いわ

うのは 当
あ

たり前
まえ

だろう！』」

イエス様
さま

の たとえ話
ばなし

放
ほう

蕩
とう

息
むす

子
こ

ルカによる 福
ふく

音
いん

書
しょ

 15:1-2と 11-32を もとに

文と絵とデザイン：ディディエ・マーティン
Copyright © 2020年、ディディエ・マーティン　使用許諾取得済　“The Parables of Jesus_The Prodigal Son”--Japanese　　

関連の読み物はこちら ⇒ たとえ話、イエス様のたとえ話、謙遜、ゆるし

https://www.mylittlehouse.org/
https://www.mywonderstudio.com/level-1/tag/parables
https://mywonderstudio.com/level-1/tag/parables-of-jesus
https://www.mywonderstudio.com/level-1/tag/humility
https://www.mywonderstudio.com/level-1/tag/forgiveness



